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　長崎県労働者福祉協議会（以下、県労福協）は９月27日
（金）、長崎市のサンプリエールにおいて、３回目となる
「2024女性のひろば～　　　　　　  ～」を開催し県下
各地より46名が参加しました。テーマは２つ。まず、年
代とともに変化する健康問題を考えるため「ヘルスリテラ
シーの向上に向けて」をテーマにＮＰＯ法人　ピンクリ
ボンながさきの内海理事長と溝口理事にご講演いただ
きました。続いて、「男も、女も、自分らしく生きる～男
女共同参画社会の実現に向けて～」をテーマに、長崎県
男女共同参画推進センターの宮﨑センター長よりご講演
いただきました。
　ピンクリボンながさきからは、成人期・老年期の特徴、
生活習慣病、がん、更年期と認知症――とまさに年代と
ともに変化する健康問題について説明を受け認識を共有
しました。これからの過ごし方を考える機会になりました。
　長崎県男女共同参画推進センターからはまず、男女共
同参画の世界と日本の歴史を振り返り、男女共同参画社
会基本法を確認しながら、性別に対する無意識の思い
込み（アンコンシャス・バイアス）を改めていくことの重要
性を確認しました。法律の前文などを含め丁寧に説明い
ただき、男女共同参画の意義について理解を深めました。
　承知のように、男女格差の大きさを国別に測って比較
する国際的な指標である「ジェンダーギャップ指数」で日
本は、146ヵ国のうち118位となっています。まだまだ男
女格差が埋まっていないことが浮き彫りになっています。
引き続き、男女共同参画の必要性と意義を理解しながら
具体的な目標を設定のうえ、取り組みを続ける必要があ
ります。

■ヘルスリテラシーの向上に向けて
　ピンクリボンながさき　内海理事長は、成人期・
老年期の特徴やがんについて説明

■ヘルスリテラシーの向上に向けて
　溝口理事は、女性の更年期、老年期・認知症につ
いて説明し、参加者でこれからの過ごし方を共有

■男も、女も、自分らしく生きる～男女共同参画
社会の実現に向けて～
長崎県男女共同参加推進センター　宮﨑センター長

長崎県労福協「女性のひろば～　　　　　　　　～」を開催！
～女性を対象に、ヘルスリテラシーの向上に向けた学習と
　　　　　　　　　　　男女共同参画社会について学びました～

woman's café

woman's café
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2024年度各地区労福協会長・
事務局長合同会議を開催しました
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南部労福協リーダー養成講座（8月23日～24日）

　９月20日（金）長崎市のサンプリエールにおいて、各地
区労福協（10地区）の会長・事務局長が集い、会議と研
修を行いました。
　会議では、2024年度の研修・セミナー、交流イベン
トへの関わり方を改めて確認しつつ、2024全国福祉キャ
ンペーンの取り組み、教育費負担軽減に向けた「オンラ
イン署名」について認識の共有を図りました。会議の後
には、九州ろうきん長崎県本部の野川課長より、「リタイ
ア前後のマネープラン」をテーマに問題提起を受け、続
いて、こくみん共済coop長崎推進本部の近藤長崎支所
長より、保障分野のデータをふまえつつ、保障設計サポー
トについて提案を受けました。いずれも中身の濃い学習
となりました。

南部労福協「労働運動・労働者福祉運動
の理念・歴史・リーダー養成講座」が開
催されました

　南部ブロック協議会（南部労福協）は2024年８月23日
（金）～ 24日（土）、新しい労働者福祉運動の構築に向
けて、新たな創造を担うリーダーの育成を目的として「第
10回労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史・リーダー
養成講座」を開催しました。長崎からは８名が参加しま
した。本講座は、労福協のこれまでの運動と成果を振
り返りながら、新しい労働者福祉運動の構築に向けて、
新たな創造を担うリーダーの育成と参加者の交流を目的
として開催されています。１日目の講座は、連合（労福協）
の前会長である神津　里季生氏より、「労働者福祉運動

について」をテーマに“福祉はひとつ”で始まった労働者
福祉運動を確実に前進させながら社会課題を改善して
きた歴史を特徴に講演を受けました。２日目は、ＮＰＯ
法人ＳＤＧｓ  Association熊本の神田　みゆき代表よ
り、「ＳＤＧｓ達成のために私たちができること」をテー
マに講演を受けました。また、九州労働金庫、沖縄県
労働金庫、こくみん共済coopより、問題提起、事業報
告を受けました。若年層組合員の積極的な受講姿勢が
印象的でした。

全労済　近藤支所長 ろうきん　野川課長

１．九州ろうきんでは、2024年12月30日まで新
たな資金でのお預入れを対象とした「〇〇〇〇
〇定期預金」を販売しています。○に入るのは何
でしょうか？

２．こくみん共済 coop は2024年10月～ 11
月に○○○○キャンペーンを実施します。○○
○○は組合員の「豊かで安心できる生活」を実
現するため、こくみん共済 coop が取り組ん
でいる活動です。○○○○に入る言葉はなんで
しょう。

○答えはハガキかＦＡＸで住所・氏名・電話番号・
職場名を明記し県労福協へ送付してください。
○締切日は2024年11月15日（金）（当日消印有効）
○当選者に「お楽しみプレゼント」をお送りします。
正解者多数の場合は抽選となります。
○送り先　〒850-0031　長崎市桜町９-６
　長崎県労福協クイズ係　ＦＡＸ（095）811-6132
○前月号当選者発表（敬称略）
　正解：1.「こども未来」　2.「69」
　村上　 勝治（北松浦郡）　都留　 　孝（大分県）
　田口　 直喜（大分県）　　江藤　 勝也（大村市）

第141回
労福協
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2024 年９月 13 日（金）、ホテルサンプリエールで「九州ろうきん長崎県本部第 21 回全県推進委員

交流集会」を開催し、県内各地より 72 名が参加しました。 

当集会は、勤労者を取り巻く環境から課題を抽出し、その課題解決に向けた取り組みを共有すると

ともに、労働組合と労働金庫が「共に運動する主体」として労働者福祉金融を確立させることを目的

として開催しており、今回で、九州ろうきんが誕生して 21 回目（旧長崎県労働金庫から通算すると

44 回目）の開催となります。 

今回は集会テーマを『「ファイナンシャルウェルビーイングの実現に向けて」～君たちはどう生きる

か～』としました。 

（※ファイナンシャルウェルビーイング：経済的な安心感をもって自分らしく人生を楽しむ） 

 

■講演「金融・経済と生活への影響」 

株式会社福田総合研究所代表で東日本国際大学特任教授（Ａ 

Ｉコース長）を務める福田徹先生から講演を受けました。 

受講後、日本経済が大きな変わり目にあるなか、「勤労者がフ 

ァイナンシャルウェルビーイングを実現するためにどう行動すれ 

ばよいか」についてグループディスカッションを行いました。 

参加者からは、「金融マーケットの変動要因や経済指標につい 

て理解を深めることができた」「少し難しい内容であったが大変 

勉強になった」との意見を多数いただきました。 

「九州ろうきん長崎県本部第 21 回全県推進委員交流集会」

を開催しました！ 

̶̶ 将来の備えに向けたご相談は“ろうきん”へ ̶̶
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4224V003 

「こくみん共済 coop」は営利を目的
としない保障の生協として共済事業を
営み、相互扶助の精神にもとづき、組
合員の皆さまの安心とゆとりある暮ら
しに貢献することを目的としていま
す。この趣旨に賛同いただき、出資金
を払い込んで居住地または勤務地の共
済生協の組合員となることで各種共済
制度をご利用いただけます。 

〈注意事項〉●プレゼントは、1世帯につきいずれか1つになります。また、ご希望の品をお渡しできない場合があります。 

●自賠責共済の加入は除きます。●一部訪問できないエリアがあります（訪問相談）。写真はすべてイメージです。 

長崎推進本部 
(長崎県労働者生活協同組合) 

土曜日営業実施中！ 

月～金 
9時30分～17時 
第2・4土（予約制） 
9時30分～16時30分 
（12時～13時は昼休業） 

〒852-8016 長崎市宝栄町3-15 

営業時間延長中！ 

月～木 
9時30分～17時 
金 
9時30分～18時 
（2024年10月～11月の期間中） 

〒857-0033 佐世保市城山町1-22 

̶̶ 保障の相談は「こくみん共済coop」へ ̶̶


